
　

平
成
18
年
改
正
医
療
法
に
よ
る
医
療

法
人
制
度
改
革
に
よ
り
、
医
療
法
人
の

非
営
利
性
の
徹
底
が
図
ら
れ
た
。
い
わ

ゆ
る
「
持
分
あ
り
医
療
法
人
」
の
新
設

が
で
き
な
く
な
り
、
残
余
財
産
の
帰
属

す
べ
き
者
を
限
定
さ
れ
た
、「
持
分
な

し
医
療
法
人
」
が
原
則
と
さ
れ
た
。
ま

た
、
厚
生
労
働
省
は
既
存
の
「
持
分
あ

り
医
療
法
人
」
か
ら
「
持
分
な
し
医
療

法
人
」へ
の
移
行
を
す
す
め
て
い
る
が
、

平
成
28
年
３
月
末
時
点
で
持
分
な
し
医

療
法
人
へ
移
行
し
た
法
人
は
５
１
３
法

人
に
留
ま
っ
て
お
り
、
円
滑
な
移
行
が

な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で

あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
出
資
者
の
死
亡
に

伴
う
相
続
税
負
担
（
相
続
税
支
払
い
の

た
め
に
持
分
の
払
戻
請
求
が
行
わ
れ
る

場
合
を
想
定
）
が
、
医
業
の
継
続
性
を

損
な
い
か
ね
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
制

度
改
正
を
行
っ
て
き
た
。
平
成
26
年
に

移
行
計
画
の
認
定
制
度
を
創
設
し
た

が
、
そ
の
認
定
件
数
も
平
成
29
年
３
月

末
で
67
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

制
度
が
平
成
29
年
９
月
末
で
期
限
を
迎

え
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
移
行

計
画
の
認
定
制
度
を
含
む
改
正
医
療
法

が
平
成
29
年
６
月
７
日
に
国
会
で
可
決

さ
れ
た
。
先
だ
っ
て
行
わ
れ
た
税
制
改

正
で
は
、
移
行
計
画
の
認
定
に
関
す
る

画
期
的
な
改
正
が
加
え
ら
れ
た
が
、
医

療
法
の
改
正
を
前
提
と
し
て
い
た
た
め

そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
改
正

医
療
法
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
新
し

い
移
行
計
画
の
認
定
制
度
も
確
定
し
た

こ
と
に
な
り
、
医
療
法
人
の
持
分
に
内

在
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
有
効

な
対
策
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
医
療
法
人
の
持
分
を
巡

る
課
題
と
新
た
な
認
定
制
度
の
イ
ン
パ

ク
ト
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
し
た
上
で

解
説
す
る
。

　

医
療
法
人
に
お
け
る
事
業
承
継
を
考

え
る
際
に
、
持
分
の
課
題
は
避
け
て
通

れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
医
療
法
人
の
持

分
問
題
に
は
大
き
く
払
戻
問
題
と
持
分

の
異
動
に
伴
う
税
金
の
問
題
が
存
在
す

る
。

① 
持
分
の
払
戻

　

持
分
と
は
「
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
出
資
額
に
応
じ
て
払
戻
し
又

は
残
余
財
産
の
分
配
を
受
け
る
権
利
」

を
い
う
。
持
分
あ
り
医
療
法
人
で
は
、

出
資
社
員
は
持
分
に
応
じ
て
払
戻
を
請

求
す
る
権
利
を
有
し
て
お
り
、
当
該
社

員
が
退
社
し
そ
の
権
利
を
行
使
し
た
場

合
、
医
療
法
人
は
そ
の
請
求
に
応
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
持
分
に
応
じ
て
」

と
い
う
文
言
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
剰

余
金
が
あ
る
医
療
法
人
に
お
い
て
払
戻

の
請
求
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
、
当
初

の
出
資
額
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
剰
余

金
も
加
味
し
た
上
で
払
戻
に
応
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
良
好
な
経
営
状
況
が

長
期
間
継
続
し
、
剰
余
金
が
多
額
で
あ

れ
ば
、
経
営
を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
高
額

な
払
戻
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
い
可
能
性

も
出
て
く
る
。
通
常
の
運
営
時
に
は
出

資
者
が
医
療
法
人
の
永
続
性
を
考
え
て

合
理
的
に
行
動
す
る
た
め
払
戻
請
求
を

選
択
す
る
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る

が
、
出
資
者
に
何
ら
か
の
事
由
が
発
生

し
退
社
等
に
至
っ
た
場
合
、
状
況
は
一
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持
分
な
し
医
療
法
人
へ
移
行
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
個
人
に
対
す
る
相
続
税

の
問
題
は
解
決
す
る
が
、
医
療
法
人
に

贈
与
税
が
課
さ
れ
る
可
能
性
が
新
た
に

発
生
す
る
。
医
療
法
人
に
贈
与
税
が
課

さ
れ
る
仕
組
み
を
見
て
い
く
。
相
続
税

法
第
66
条
第
４
項
で
は
、
持
分
を
放
棄

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
相
続
税
等
の
負
担

が
「
不
当
に
減
少
す
る
」
結
果
に
な
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
医
療
法
人
に

贈
与
税
を
課
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
相
続
税
法
施
行
令
第
33
条

第
３
項
に
お
い
て「
不
当
に
減
少
す
る
」

と
認
め
ら
れ
な
い
た
め
の
要
件
（
以
下

「
不
当
減
少
要
件
」
と
い
う
。）
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
医
療
法
人
の
事
業
承
継

を
考
え
る
際
に
税
金
の
問
題
を
ど
の
よ

う
に
解
決
す
る
か
と
い
う
の
は
非
常
に

重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は

相
続
税
法
施
行
令
第
33
条
第
３
項
の
不

当
減
少
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
方

法
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。

　

持
分
な
し
医
療
法
人
の
形
態
と
し
て

は
、
社
会
医
療
法
人
、
特
定
医
療
法
人

及
び
そ
れ
以
外
の
医
療
法
人（
以
下「
一

般
の
持
分
な
し
医
療
法
人
」
と
い
う
。）

に
区
分
さ
れ
る
。
不
当
減
少
要
件
を
ク

リ
ア
し
た
上
で
持
分
な
し
医
療
法
人
に

変
す
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

② 
税
金
の
問
題

　

持
分
の
異
動
の
際
に
関
係
す
る
税
金

は
、
大
き
く
相
続
税
、
贈
与
税
及
び
所

得
税
で
あ
る
が
、
事
業
承
継
の
際
、
特

に
影
響
し
て
く
る
の
は
相
続
税
及
び
贈

与
税
に
な
る
た
め
、
こ
の
２
つ
の
税
金

を
中
心
に
見
て
い
く
。
相
続
税
又
は
贈

与
税
が
課
さ
れ
る
の
は
主
に
次
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
①
医
療
法
人
の
持

分
を
有
す
る
社
員
か
ら
相
続
又
は
遺
贈

に
よ
り
持
分
を
相
続
し
た
場
合
、
相
続

人
に
は
相
続
税
が
課
さ
れ
る
。
②
医
療

法
人
の
持
分
を
有
す
る
一
部
の
社
員
が

持
分
を
放
棄
し
た
場
合
、
他
の
出
資
者

（
以
下
「
残
存
出
資
者
」
と
い
う
。）
に

贈
与
税
が
課
さ
れ
る
。
③
医
療
法
人
の

持
分
を
有
す
る
全
社
員
が
持
分
を
放
棄

し
た
場
合
、
医
療
法
人
に
贈
与
税
が
課

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
注
意

し
て
お
き
た
い
の
は
、
出
資
者
が
存
在

す
る
限
り
相
続
税
の
問
題
は
必
ず
存
在

し
、
相
続
税
の
問
題
を
根
本
的
に
解
決

す
る
た
め
に
は
持
分
な
し
医
療
法
人
に

移
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

移
行
す
る
場
合
、
社
会
医
療
法
人
も
し

く
は
特
定
医
療
法
人
へ
移
行
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
移
行
の
際
の
課
税
リ
ス
ク
及
び
手

続
き
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。
社
会
医

療
法
人
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
が
不
当

減
少
要
件
と
同
等
の
認
定
要
件
を
審
査

し
た
う
え
で
認
定
し
、
特
定
医
療
法
人

は
税
務
当
局
が
不
当
減
少
要
件
と
同
等

の
承
認
要
件
を
審
査
し
た
う
え
で
承
認

す
る
手
続
き
を
経
る
。
そ
の
た
め
、
社

会
医
療
法
人
も
し
く
は
特
定
医
療
法
人

へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
贈
与
税
の
課
税

リ
ス
ク
が
極
め
て
低
い
と
い
え
る
。
一

方
、
一
般
の
持
分
な
し
医
療
法
人
の
移

行
に
つ
い
て
は
、
贈
与
税
が
非
課
税
と

な
る
よ
う
に
要
件
を
満
た
し
た
上
で
移

行
す
る
こ
と
も
、
贈
与
税
を
支
払
っ
た

上
で
移
行
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
行
政
側
で
不
当
減
少
要
件
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る

こ
と
は
な
い
。
そ
の
確
認
自
体
は
医
療

法
人
側
で
行
う
こ
と
に
な
る
。
一
般
の

持
分
な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
に
お
い

て
行
政
が
行
う
手
続
き
は
定
款
変
更
の

認
可
審
査
の
み
で
あ
る
。

　

上
記
の
理
由
か
ら
医
療
法
人
へ
の
贈

与
税
が
非
課
税
と
な
る
方
策
を
選
択
し

た
場
合
、
不
当
減
少
要
件
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
か
否
か
の
判
断
は
医
療
法
人
が

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
結
果
と
し
て

そ
の
リ
ス
ク
は
医
療
法
人
が
負
う
こ
と

に
な
る
。
で
は
、
ど
こ
に
リ
ス
ク
が
潜

ん
で
い
る
の
か
。

　

不
当
減
少
要
件
の
内
容
を
見
て
い

く
。具
体
的
に
は
次
の
５
項
目
で
あ
る
。

（
１
）
医
療
法
人
の
運
営
組
織
が
適
正

で
あ
る
。（
２
）
同
族
親
族
等
関
係
者

が
役
員
等
の
総
数
の
１
／
３
以
下
で
あ

る
。（
３
）
医
療
法
人
関
係
者
に
対
す

る
特
別
利
益
供
与
を
与
え
な
い
。（
４
）

残
余
財
産
の
帰
属
先
が
国
等
に
限
定
さ

れ
て
い
る
。（
５
）
法
令
違
反
等
の
事

実
が
な
い
。
こ
の
中
で
も
特
に
判
断
が

難
し
い
の
が
（
１
）
と
（
３
）
で
あ
る
。

何
を
も
っ
て
適
正
と
い
う
の
か
、ま
た
、

ど
こ
ま
で
が
特
別
利
益
供
与
な
の
か
、

こ
れ
を
医
療
法
人
側
で
判
断
す
る
こ
と

は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
医
療
法
人
と

し
て
は
非
課
税
要
件
を
満
た
し
た
上
で

持
分
な
し
医
療
法
人
に
移
行
し
た
も
の

と
思
っ
て
い
て
も
、
移
行
後
に
税
務
当

局
の
調
査
が
入
り
、上
記（
１
）と（
３
）

に
関
し
て
解
釈
が
異
な
り
贈
与
税
が
課

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
う
る
。　

　

こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た

め
に
社
会
医
療
法
人
や
特
定
医
療
法
人

へ
移
行
す
る
選
択
を
す
る
医
療
法
人
が

医
療
法
人
へ
の

贈
与
税
課
税
問
題

3
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た
個
人
で
あ
り
、
医
療
法
人
は
そ
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
。
持
分
な
し
医
療

法
人
に
移
行
す
る
場
合
の
最
終
的
な
税

金
の
負
担
者
が
医
療
法
人
で
あ
る
に
も

か
わ
わ
ら
ず
、
医
療
法
人
に
対
し
て
は

税
制
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
も
あ
り
、
従

来
の
認
定
医
療
法
人
の
認
定
件
数
は
前

述
の
と
お
り
67
件
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。

　

従
来
の
認
定
医
療
法
人
の
課
題
も
踏

ま
え
、
今
回
の
医
療
法
改
正
に
お
い
て

規
定
さ
れ
る
認
定
医
療
法
人
（
新
法
施

行
後
３
年
以
内
に
移
行
計
画
の
認
定
を

受
け
る
医
療
法
人
。
以
下
「
新
し
い
認

定
医
療
法
人
」
と
い
う
。）
で
は
、
認

定
要
件
と
税
制
措
置
に
つ
い
て
大
き
な

変
更
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
従
来
の

医
療
法
人
と
異
な
る
点
を
確
認
す
る
。

（
１
）
認
定
期
間

　

認
定
期
間
は
平
成
29
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
32
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間

（
２
）
認
定
要
件

①
移
行
計
画
が
医
療
法
人
の
社
員
総
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
移
行
計
画
が
有
効
か
つ
適
正
で
あ
る

多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
医
療
法

人
や
特
定
医
療
法
人
に
は
不
当
減
少
要

件
以
外
の
要
件
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、

移
行
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
る
要

因
と
も
な
っ
て
い
る
。現
状
に
お
い
て
、

持
分
な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
が
進
ま

な
い
要
因
と
し
て
は
（
１
）
社
会
医
療

法
人
又
は
特
定
医
療
法
人
移
行
へ
の
要

件
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
、（
２
）
一
般

の
持
分
な
し
医
療
法
人
へ
移
行
す
る
際

の
贈
与
税
の
課
税
リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ

る
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
医
療
法
人
へ
の

贈
与
税
課
税
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
た
め

認
定
制
度
に
大
き
な
変
更
が
加
え
ら
れ

た
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
変
更
が
な

さ
れ
る
の
か
を
、
こ
れ
ま
で
の
認
定
制

度
と
比
較
し
な
が
ら
税
制
面
を
中
心
に

見
て
い
く
。

　

平
成
26
年
に
開
始
さ
れ
た
持
分
な
し

医
療
法
人
へ
の
移
行
計
画
の
認
定
制
度

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
認
定
期
間

　

認
定
期
間
は
平
成
26
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
29
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間

（
こ
の
期
間
内
に
認
定
を
受
け
た
医
療

法
人
を
以
下「
従
来
の
認
定
医
療
法
人
」

と
い
う
。）

（
２
）
認
定
要
件

①
移
行
計
画
が
医
療
法
人
の
社
員
総
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
移
行
計
画
が
有
効
か
つ
適
正
で
あ
る

こ
と
。

③
移
行
計
画
に
記
載
さ
れ
た
移
行
期
限

が
認
定
の
日
か
ら
３
年
を
超
え
な

い
こ
と
。

（
３
）
税
制
措
置

　

税
制
優
遇
措
置
の
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
そ
の
医
療
法
人
が
認
定

医
療
法
人
で
あ
る
期
間
中
、
①
持
分
あ

り
医
療
法
人
の
持
分
を
相
続
ま
た
は
遺

贈
に
よ
り
取
得
し
た
場
合
の
相
続
税
の

納
税
を
最
大
３
年
間
猶
予
す
る
。
②
持

分
あ
り
医
療
法
人
の
出
資
者
が
そ
の
有

す
る
持
分
を
放
棄
し
た
こ
と
に
よ
り
、

残
存
出
資
者
に
み
な
し
贈
与
税
が
課
さ

れ
る
場
合
の
贈
与
税
の
納
税
を
最
大
３

年
間
猶
予
す
る
。
ま
た
、
当
該
医
療
法

人
が
移
行
期
限
ま
で
に
持
分
な
し
医
療

法
人
へ
の
移
行
を
完
了
し
た
場
合
、
猶

予
税
額
が
免
除
と
な
る
。

　

税
制
措
置
の
対
象
者
に
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
従
来
の
認
定
医
療
法
人
に
お

い
て
税
制
措
置
の
対
象
と
な
る
の
は
、

「
相
続
人
」
や
「
残
存
出
資
者
」
と
い
っ

従
来
の
認
定
医
療
法
人

4

新
し
い
認
定
医
療
法
人

5

こ
と
。

③
移
行
計
画
に
記
載
さ
れ
た
移
行
期
限

が
認
定
の
日
か
ら
３
年
を
超
え
な

い
こ
と
。

④
法
人
関
係
者
に
利
益
供
与
し
な
い
こ

と
。

⑤
役
員
報
酬
に
つ
い
て
不
当
に
高
額
に

な
ら
い
よ
う
定
め
て
い
る
こ
と
。

⑥
社
会
保
険
診
療
に
係
る
収
入
が
全
体

の
80
％
以
上　

等

（
３
）
維
持
要
件

　

移
行
後
６
年
間
（
２
）
の
認
定
要
件

を
維
持
し
て
い
る
こ
と
。

（
４
）
税
制
措
置

　

①
持
分
あ
り
医
療
法
人
の
持
分
を
相

続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
場
合

の
相
続
税
の
納
税
を
最
大
３
年
間
猶
予

す
る
。　

②
持
分
あ
り
医
療
法
人
の
出

資
者
が
そ
の
有
す
る
持
分
を
放
棄
し
た

こ
と
に
よ
り
、
残
存
出
資
者
に
み
な
し

贈
与
税
が
課
さ
れ
る
場
合
の
贈
与
税
の

納
税
を
最
大
３
年
間
猶
予
す
る
。ま
た
、

当
該
医
療
法
人
が
移
行
期
限
ま
で
に
持

分
な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
を
完
了
し

た
場
合
、
猶
予
税
額
が
免
除
と
な
る
。

③
認
定
を
受
け
た
医
療
法
人
の
持
分
を

有
す
る
個
人
が
そ
の
全
部
又
は
一
部
の

放
棄
を
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
医
療
法

人
が
そ
の
移
行
計
画
に
記
載
さ
れ
た
移
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認定期間は3年延長（平成29年10月～平成32年9月予定）し、
税制上の特例措置も延長

◆移行計画期間中（最大３年）は、税制措置あり
　・出資者の相続に係る相続税の猶予・免除
　・出資者間のみなし贈与税の猶予・免除

（持分あり医療法人） （持分なし医療法人）

持分なし医療法人
への移行計画の
認定を申請

持分の放棄＋定款変更（解
散時の残余財産の帰属制
限）により移行完了

認　　定

◆認定要件
　・社員総会の議決があること
　・移行計画が有効かつ適正であること
　・移行計画期間が3年以内であること

認定医療法人については、移行の際の法人への
贈与税を課税しない
・現状、相続税法により相続税等が「不当に減少」
　する場合、贈与税が課税される扱い。
・解釈通知（非課税基準）による税務署の個別判断認定要件（運営の適正性要件）を追加し、移行後

６年間、当該要件を維持していることを確認

【主な運営の適正性要件】
・法人関係者に利益供与しないこと
・役員報酬について不当に高額にならないよう
　定めていること
・社会保険診療に係る収入が全体の８０％以上　等

【非課税基準の主な要件】
・理事6人、監事2人以上
・役員の親族1／3以下
・医療機関名の医療計画への記載
・法人関係者に利益供与しないこと　等

今回の改正により、役員数、役員の親族要件、医療計画への記載等の要件を緩和
贈与税の非課税対象が大幅に拡大

続
税
法
施
行
令
第
33
条
第
３
項
を
ク
リ

ア
す
る
方
策
と
は
別
の
方
策
が
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
改
正
が
医
療
法
人
に
与
え
る
影

響
は
極
め
て
大
き
い
。
持
分
な
し
医
療

法
人
へ
の
移
行
が
進
ま
な
い
理
由
の
１

つ
に
不
当
減
少
要
件
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
か
否
か
の
判
断
が
困
難
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
贈
与
税
を
非

課
税
と
し
た
い
医
療
法
人
は
身
動
き
が

取
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
改

正
に
よ
り
、
医
療
法
人
で
非
課
税
の
判

断
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
新
し
い

認
定
医
療
法
人
に
な
る
と
い
う
事
実
を

も
っ
て
贈
与
税
の
非
課
税
が
ほ
ぼ
確
定

す
る
こ
と
に
な
る
。
自
己
判
断
と
い
う

リ
ス
ク
が
排
除
さ
れ
た
点
は
ま
さ
に
朗

報
と
い
え
る
。

　

認
定
要
件
と
し
て
は
新
た
に
「
運
営

の
適
正
性
要
件
」
が
追
加
さ
れ
る
が
、

そ
も
そ
も
不
当
減
少
要
件
に
も
含
ま
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
医
療
法
人
へ

の
贈
与
税
を
非
課
税
と
す
る
場
合
は
避

け
て
通
れ
な
い
要
件
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
新
し
い
認
定
要
件
に
は
、
不

当
減
少
要
件
に
含
ま
れ
る
「
同
族
親
族

等
関
係
者
が
役
員
等
の
総
数
の
１
／
３

以
下
で
あ
る
」が
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
要
件
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
も
持
分

な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
の
動
機
と
な

り
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
図
に
も
あ
る
と
お
り
、
持
分

な
し
医
療
法
人
へ
移
行
し
た
後
６
年

間
、
要
件
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

新
し
い
認
定
医
療
法
人
制
度
は
、
従

前
と
異
な
り
医
療
法
人
の
持
分
問
題
を

解
決
す
る
特
効
薬
に
な
る
可
能
性
が
高

く
、
持
分
な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
は

急
速
に
進
む
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

新
し
い
認
定
医
療
法
人
の
要
件
な
ど
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
厚
生
労
働
省
や
財

務
省
に
よ
り
発
表
さ
れ
る
情
報
を
逐
一

確
認
し
、
自
法
人
に
と
っ
て
最
も
有
利

な
選
択
肢
を
見
極
め
る
の
が
重
要
で
あ

る
。
最
新
の
情
報
収
集
、
詳
細
な
要
件

等
の
確
認
を
怠
ら
ず
、
新
た
な
認
定
制

度
が
施
行
さ
れ
た
際
に
即
座
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
更
に
い
う
な
ら
ば
事
業
承
継

は
一
通
過
点
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
課
題

を
早
々
に
解
決
し
、
事
業
承
継
後
の
展

望
を
早
期
に
見
据
え
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

図１　認定医療法人制度改正のイメージ

＊出所：
厚生労働省資料

行
期
限
ま
で
に
持
分
の
定
め
の
な
い
医

療
法
人
へ
の
移
行
を
し
た
場
合
に
は
、

当
該
医
療
法
人
が
当
該
放
棄
に
よ
り
受

け
た
経
済
的
利
益
に
つ
い
て
は
贈
与
税

を
課
さ
な
い
。

　

改
正
の
イ
メ
ー
ジ
は
図
１
の
と
お
り

で
あ
る　

特
筆
す
べ
き
点
は
、
新
し
い

認
定
医
療
法
人
で
あ
れ
ば
持
分
な
し
医

療
法
人
に
移
行
し
た
際
の
医
療
法
人
へ

の
贈
与
税
が
非
課
税
と
な
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ま

で
、
持
分
放

棄
に
伴
う
医

療
法
人
へ
の

贈
与
税
を
非

課
税
と
す
る

た
め
に
は
相

続
税
法
施
行

令
第
33
条
第

３
項
の
不
当

減
少
要
件
を

ク
リ
ア
す
る

必
要
が
あ
っ

た
。
し
か
し

な
が
ら
、
今

回
の
改
正

で
、
新
し
い

認
定
医
療
法

人
に
お
い
て

は
、
相
続
税

法
第
66
条
第

４
項
が
適
用

除
外
と
な

る
。
即
ち
相

ま
と
め

6
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